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１．はじめに

























いる環境下で習得が行われる「第二言語としての英語」（English as a second language: ESL）と、おもに








































































































































中 学 校 ３２０ ２６６．７
高等学校 ４３４ ３６１．７
大 学 ８単位 ９０














































































ほうが習得が早い」という研究結果も数多く存在する（Brown & Larson−Hall, 2012; バトラー後
藤, 2015; Myles, 2017）。









終的に獲得できる言語能力にばらつきが生じやすくなるということである（Brown & Larson−Hall, 2012;
バトラー後藤, 2015; 白畑ほか, 2004）。とくに、発音については、そのばらつきがかなり早い段階（3～4














































































































（5） a．*Jean a été broyé sa voiture par un camion.
John has been smashed his car by a truck
b．*Il a été pleuré par sa sœur.
he has been cried by his sister
一方、「エラー（error）」は、学習者がその時点でもつ第二言語システムから生じる誤りであ
り、「母語の影響によるエラー（L1 transfer error）」と「発達上のエラー（developmental error）」
のふたつに分けられる（白畑・冨田・村野井・若林, 2019）。母語の影響によるエラーとは、文
字どおり、学習者の母語の性質が、第二言語の使用や理解に影響を与えることで生じる誤りであ
り、音声、単語、形態、統語、意味、語用などあらゆる面で生じる（Towell & Hawkins, 1994）。
たとえば、統語（文法）における母語の影響をひとつ紹介すると、穂苅（2016）は、（4）のよう








（6） a．*John was smashed his car by a truck.


















































のほうが、第二言語話者は三単現の−s を脱落させやすくなるが、（ic）のように、前置句（with blue eyes）
が主語と動詞の間に介在する場合には、（ia）と比べて、三単現の−s が脱落しやすくなることはないと報
告している（以下の例文はWakabayashi, 2019, p.101より）。
（i） a. The student speaks English.
b. The student often speaks English.
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